
33 322018.10

い
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

を
営
ん
で
い
る
人宮

城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店（
大
崎
市
古
川
東

町
５
―
46
）

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
７
２
２

　

携
帯
電
話
基
地
局
の
開
設
に
伴

い
、10
月
18
日（
木
）か
ら
試
験
電

波
が
発
射
さ
れ
、一
部
地
域
で
テ

レ
ビ
受
信
障
害
が
発
生
し
、テ
レ

ビ
放
送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
は
、携

帯
電
話
事
業
者
が
設
立
し
た「
一

般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用

推
進
協
会
」が
実
施
し
、テ
レ
ビ
受

信
へ
の
影
響
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
世
帯
に
は
、試
験
前
に
チ

ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。ま
た
、対

策
が
必
要
な
可
能
性
の
高
い
世
帯

は
、テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
員
証

を
携
行
し
た
工
事
作
業
者
が
直
接

ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　

対
策
に
か
か
る
費
用
は
全
て
推

進
協
会
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、市
民
の
皆
さ
ま
に
対
す

る
費
用
請
求
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
を

装
っ
た
詐
欺
行
為
や
悪
徳
商
法
な

ど
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

テ
レ
ビ
放
送
が
正
常
に
視
聴
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、不
審
な

訪
問
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、詳
し

く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２
ま
た

は
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

（
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

10
時（
年
中
無
休
））

10
月
21
日（
日
）▼
開
場
＝

午
後
１
時
▼
開
演
＝
午
後
１
時
30

分

栗
原
市
若
柳
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー（
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
）

▼
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
吹
奏
楽

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
喜
歌

劇
「
こ
う
も
り
」セ
レ
ク
シ
ョ
ン

ほ
か
▼
栗
原
市
立
若
柳
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
招
待
演
奏
▼
ポ
ッ
プ
ス

ス
テ
ー
ジ
、ダ
ン
シ
ン
グ
・
レ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か

大
人（
中
学
生
以
上
）

３
０
０
円
、小
学
生
以
下
無
料

若
柳
ウ
イ
ン
ド
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
団
長
＝
川
村
）

☎
０
９
０（
１
０
６
８
）１
９
２
３

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

❽
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

❾
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

毎
週
月
〜
土
曜
／
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ（
古
川
）

15
〜
39
歳
の
無
業
状
態
の

人
、そ
の
保
護
者
、家
族

無
料

電
話
予
約

30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

❶
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

❷
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

❸
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

❹
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

❺
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

❻
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

❼
南
方
分
室

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
何
も
や

ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」「
病
院
に

連
れ
て
行
き
た
い
が
、本
人
が
行

き
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
」「
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
話
す
」な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
や
困
り
ご
と
が
あ

る
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。精

神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。10

月
26
日（
金
）午
後
１
時

　

誰
も
が
活い

き
生い

き
と
暮
ら
せ
る

登
米
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

に
基
づ
き
、平
成
29
年
度
の
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策

の
推
進
状
況
な
ど
を
公
表
し
て
い

ま
す
。各
総
合
支
所
市
民
課
の
窓

口
に「
平
成
29
年
度
男
女
共
同
参

画
の
施
策
に
関
す
る
推
進
状
況
報

告
書
」を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

企
画
部
市
民
協
働

課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

医
療
の
一
翼
を
担
う
病
院
事
業

の
現
状
と
、こ
れ
か
ら
の
登
米
市

医
療
の
在
り
方
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
医
師
不
足
が
な
ぜ
起
き
て
い

る
の
か
」「
市
民
皆
さ
ま
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の

か
」を
考
え
る
た
め
、３
つ
の
基
調

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
企
画
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

10
月
６
日（
土
）午
後
２
時

〜
５
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

登
米
祝
祭
劇
場
大
ホ
ー
ル

無
料

◉

❶
登
米
市
医

療
の
現
状
と
課
題
▼
大
内
憲の

り

明あ
き

（
市
病
院
事
業
管
理
者
）

❷
公
共
交
通
及
び
都
市
計
画
か
ら

見
た
医
療
▼
徳
永
幸よ

し

之ゆ
き（
宮
城
大

学
副
学
長
・
教
授
）

❸
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
す
べ

き
こ
と
▼
栗
谷
義よ

し

樹き

（
山
形
県
・

酒
田
市
病
院
機
構
理
事
長
）

◉

「
〜
登
米
市
医
療
の
あ
り

方
を
考
え
る
〜
」▼
栗
谷
義
樹
、徳

永
幸
之
、大
坂
國く

に

通み
ち（
登
米
市
医
師

会
会
長
）、須
藤
明あ

け

美み

（
登
米
市
の

医
療
を
考
え
る
会
会
長
）、佐
々
木

秀ひ
で

美み（
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

長
）、松
本
宏ひ

ろ
し（
医
療
局
長
・
登
米

市
民
病
院
長
）

医
療
局
経
営
管
理

部
総
務
課（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
７
９
５

糸iryo-som
u@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

口
は
、当
た
り
前
に
食
べ
る
、飲

む
、話
す
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。そ

ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
謎
解
き

学
問
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（平成30年８月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,597 9,999 10,569 20,568 （▲21）

登米 1,805 2,333 2,527 4,860 （▲1）

東和 2,368 3,127 3,270 6,397 （▲15）

中田 5,097 7,652 8,016 15,668 （15）

豊里 2,136 3,275 3,346 6,621 （▲12）

米山 2,813 4,480 4,642 9,122 （▲35）

石越 1,586 2,432 2,462 4,894 （▲11）

南方 2,695 4,238 4,416 8,654 （▲2）

津山 1,163 1,583 1,718 3,301 （▲13）

合計 27,260 39,119 40,966 80,085 （▲95）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　これからの時期は日没が早まり、夜間の事故が多発します。
　特に夜間、外出する際は反射材を身につけ、交通事故に遭わな
いように注意しましょう。

（平成30年８月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 124件 125件 ▲１件

死者数 ３人 ２人 １人

負傷者数 156人 164人 ▲8人

物損事故
発生件数 1,069件 1,025件 44件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 雨
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.04 雨
消防署南出張所（豊里） 0.04 曇り
消防署西出張所（南方） 0.04 雨

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

謎
解
き
口
腔
機
能
学
〜
進

化
か
ら
口
腔
機
能
を
考
え
る

岡
崎
好よ

し

秀ひ
で

氏（
国
立
モ
ン

ゴ
ル
医
学
、科
学
大
学
歯
学
部
客

員
教
授
）９

月
30
日（
日
）午
前
９
時

55
分
〜
正
午（
午
前
９
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
）

石
巻
赤
十
字
病
院
（
災
害

セ
ン
タ
ー
講
堂
）

無
料（
申
込
不
要
）

女
川
町
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
／
担
当
＝
菅
）

☎
０
９
０（
１
２
５
７
）５
９
２
２

　

信
用
保
証
協
会
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
や
こ
れ
か
ら
事
業

を
始
め
る
皆
さ
ん
が
、事
業
に
必

要
な
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
る
と
き
に
保
証
人
と
な
り
、

資
金
を
借
り
や
す
く
す
る
公
的
機

関
で
す
。

　

資
金
調
達
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ

か
、創
業
・
経
営
支
援
な
ど
を
し
て

み
や
ぎ
北
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

10
月
14
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時（
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

民
事（
借
入
債
務
、

過
払
返
金
、金
銭
、土
地
建
物
、交

通
事
故
な
ど
）▼
家
事（
夫
婦
、親

子
、扶
養
、財
産
分
与
相
続
な
ど
）

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１

登
米
調
停
協
会
庶
務（
担
当
＝
金
）

☎
０
２
２
８（
３
４
）３
８
７
４

　

10
月
６
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時

石
巻
赤
十
字
病
院

県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

(

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）

お
よ
び
家
族
な
ど

術
後
の
ケ
ア
、装
具
、社
会

生
活
、福
祉
制
度
、災
害
対
策
、入

浴
の
仕
方
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

石
巻
赤
十
字
病
院
、皮
膚

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
／
大
坂
安あ

ん

奈な

氏
※
予
約
は
不
要
で
す
。

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８

０
２
２（
３
５
８
）１
３
７
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎


